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重 要 事 項 説 明 書 

指定通所介護 

                                                                                                                                                   

作成日  令和 8年 7月 1日 

１．事業主体概要 

事業主体名      株式会社 南阿蘇ケアサービス 

法人の種類 株式会社 

代表者名 荒牧 律子 

所在地 熊本県阿蘇郡南阿蘇村久石 2721-2 

資本金 10,000,000円 

法人の理念 

私たちは「個人の尊重」の精神に基づき 

高齢者に対して生活面における高質なサービスの提供を行い 

「健康で文化的な生活」の実現を約束します 

        「個人の尊重」……………… 憲法第 13条 

        「健康で文化的な生活」…… 憲法第 25条 

他の介護保険関連の事業 

介護保険法に基づく定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業   

（定期巡回はな） 

介護保険法に基づく居宅介護支援事業（ケアマネみなみ阿蘇） 
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他の介護保険以外の事業 

サービス付高齢者向け住宅（結の家 10戸） 

有料老人ホーム（はなみずき 18室） 

有料老人ホーム（しなつ 10室） 

有料老人ホーム（ひかり 10室） 

有料老人ホーム（しのぶ  7室） 

健康保険法及び高齢者の医療の確保に関する法律に基づく訪問看護

事業（訪問看護ステーション 24時間介護看護サービスはな） 

就労継続支援 B型事業所(LABみなみ阿蘇) 

計画相談支援事業(計画相談支援センターケルン) 

障害児福祉サービス(多機能型事業所き・き) 

共同生活援助(グループホームいぶき) 

 

２．事業概要 

事業所名 デイサービスみなみ阿蘇 

事業の目的 

要介護状態にある高齢者に対し、社会的孤立感の解消及び心身機能の維持

並びに利用者の家族の身体的・精神的負担の軽減を図るため、適正な指定

通所介護の事業を提供する。 

事業の運営方針 

当事業所は南阿蘇の恵まれた自然環境と豊かな文化の中にあり、次の点を

運営方針としています。 

1. 利用者を人生の先輩として常に敬愛いたします。 

2. 科学的な生活援助方法を確立します。 

3. 医療との連携を図り、健康管理を万全なものにします。 

4. 家族との連携を図り、精神的な支えとなる環境づくりに努めます。 

5. 情報の公開をし、地域との交流を深めます。 

6. 生活の中に自然との融和を取り入れます。 

事業所の責任者  
松尾 弥生 

 

開設年月日 令和 8 年 7 月 1 日 

保険事業者指定番号 4372701609 

所在地、電話・FAX番号 （電話） 0967-67-0725 （ＦＡＸ）0967-65-8522 

交通の便 九州産交バス JA久木野給油所横下車 徒歩 2分 

敷地概要（権利関係） 宅地           1661.61㎡ 

建物概要（権利関係） 構造：鉄骨造り 2階建て     延床面積：248.19 ㎡ 
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施設の概要 

食堂及び機能訓練室        121.66㎡ 

相談室                7.99㎡ 

静養室                4.11㎡ 

事務室               10.29㎡  

共用施設の概要 食堂､キッチン､浴室､便所､倉庫 

緊急対応方法 緊急の場合は管理者へ連絡し、その判断で各機関へ連絡 

防犯防災設備 

避難設備等の概要 
非常口 4箇所、防火壁、火災報知機その他消防署の指導に基づき建築 

損害賠償責任保険加入先 

 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 

 

 

３．職員体制（主たる職員）  

職員の職種 員数  職務内容 

管理者 1人 
従業者に法令等の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行

い、その他業務の管理を行います。 

生活相談員 1人以上 

利用者がその有する能力に応じて自立した日常生活を営むこ

とが出来るよう、生活指導及び介護に関する相談及び援助な

どを行います。また、通所介護介護計画に従ったサービスの

実施状況及び目標の達成状況の記録を行います。 

看護職員 1人以上 

サービス提供の前後及び提供中の利用者の心身の状況等の把

握を行います。利用者の静養のための必要な措置を行います。

病状が急変した場合等に、主治医等の指示を受けて、必要な

看護を行います。 

介護職員 3人以上 
通所介護計画に基づき、必要な日常生活の世話及び介護を行

います。 

機能訓練士 1人 
心身の向上・維持ができるよう一人ひとりに合わせた計画を

立て機能訓練を行います。 

 

４．勤務体制 

昼間の体制   8：15 ～ 17：15（営業時間） 7人以上 
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５．施設利用にあたっての留意事項 

 ・食中毒防止のため、食物の持込はご遠慮ください。 

・多額の金銭の持込はご遠慮ください。 

 ・利用を欠席される場合は早めにご連絡ください。 

 

 ６．サービス内容 

保険給付サービス 

1.入浴サービス（特浴あり） 

2.生活指導（相談、援助等）レクレーション 3、日常動作訓練、関節可動域訓練、

筋強化訓練、応用動作訓練、ＡＤＬ動作訓練）4.健康チェック 5.送迎 

 

保険対象外サービス 
保険対象外サービスについては、各個人の利用に応じて自己負担となります。 

料金の改定は理由を付して事前に連絡されます。 

７．利用料金（単位：円） 

介護保険からの給付サービスを利用する場合は、原則として介護保険の１割～３割がお客

様の利用料金となります。 

 

① 1日当りの自己負担分（介護保険の 1割負担の場合） 

 

通所介護 （基本料金）                    (単位円) 

所要時間 3時間以上 

4時間未満 

4時間以上 

5時間未満 

5時間以上 

6時間未満 

6時間以上 

7時間未満 

7時間以上

8時間未満 

 

要介護 1 370 388 570 584 658  

要介護 2 423 444 673 689 777  

要介護 3 479 502 777 796 900  

要介護 4 533 560 880 901 1,023  

要介護 5 588 617 984 1,008 1,148  

 

（加算料金）※は対象者のみ 

・中重度者ケア体制加算             45単位/回 

・科学的介護推進体制加算       40単位/月 

 ・介護職員処遇改善加算（Ⅱ）ロ     各種加算減算を加えて算定した単位数の 11.8％ 

※認知症加算            60単位/日 

※入浴加算(Ⅰ)             40単位/回 

     ※個別機能訓練加算 （Ⅰ）       (イ）56単位（日）  /  (ロ）76単位（日） 

   ※個別機能訓練加算 (Ⅱ)        20単位/月 

※送迎減算  送迎を行わない場合、片道につき 47単位を所定単位数から減算 
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・その他の費用 

   ア．食事代       550円 (おやつ代含む) 

イ．おむつ       利用者がご用意下さい。 

ウ. 時間外       300円/1時間 

エ. おやつ       100円 

 

８．協力医療機関 

   協力医療機関名 藤本医院 菊池有働病院 

ピュアデンタルクリ

ニック  

南阿蘇歯科診療所 

診療科目 内科・小児科 精神科 歯科 

協力医師 藤本康子 下地明友 飽田美和子 

 

９．苦情相談機関 

施設苦情相談窓口 
担当者氏名： 松尾弥生 

 （電話） 0967-67-0725    （ＦＡＸ）0967-65-8522 

 

外部苦情申立て機関 

 

（連絡先電話番号） 

 

 

熊本県健康福祉部長寿社会局高齢者支援課 

（電話） 096-333-2219    （ＦＡＸ）096-384-5052 

熊本国民健康保険団体連合会 

（電話） 096-214-1101     

 

１０．緊急時又は事故発生時の対応方法について 

①緊急時の対応 

通所介護の提供中に、利用者の病状の急変が生じた場合、その他必要な場合には速やかに 

主治の医師への連絡を行う等の必要な措置を講じるとともに、利用者が予め指定する連絡先 

にも連絡します。また主治医への連絡が困難な場合は救急搬送等の必要な措置を講じます。 

② 事故発生時の対応 

通所介護の提供中に、事故が発生した場合は、速やかに家族や担当の介護支援専門員及び熊

本県健康福祉部長寿社会局高齢者支援課に連絡を行うとともに、必要な措置を講じます。 

 

１１．非常災害対策 

① 事業所に災害対策に関する担当者（防火管理者）を置き、非常災害対策に関する取り組み 

を行います。 

【災害対策に関する担当者（防火管理者）/管理者：荒牧律子】 
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② 非常災害に備えて、消防計画、風水害、地震等の災害に対処するための計画を作成し、非 

常災害時の関係機関への通報及び連携体制を整備し、それらを定期的に従業員に周知しま 

す。 

③ 定期的に避難、救出その他必要な訓練、毎年 2回行います。 

 

１２． 業務継続計画の策定 

 事業所は、感染症や自然災害の発生時において、ご利用者に対する通所介護事業の提供を

継続的に実施するため及び非常時の体制での早期の業務再開を図るための計画を策定し、当

該業務継続計画に従い必要な措置を講じます。 

 また、職員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練（年２

回）を実施します。定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変

更を行います。 

 

１３．感染症の予防及びまん延の防止のための措置 

 事業所は、感染症が発生した際の予防、またはまん延防止のために、次の各号に掲げる措 

置を講じます。 

（1）事業所における感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会（テレビ

電話装置等を活用して行うことができるものとする）をおおむね 6月に 1回以上開催

します。その結果を、職員に周知徹底します。 

(2）事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備します。 

(3）職員に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に実施しま

す。 

 

１４．虐待の防止 

（1）事業所における虐待防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用し

て行うことができるものとする）を定期的に開催するとともに、その結果について、

職員に周知徹底を図ります。 

(2)虐待防止に関する担当者を選定しています。 

虐待防止に関する担当者  荒牧律子 

(3)事業所における虐待防止のための指針を整備します。 

(4)虐待防止の措置を講じるための担当者を配置します。 

(5)サービス提供中に、当該事業所従業者又は養護者（現に養護している家族・親族・ 

同居人等）による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに、これ

を市町村に通報します。 

 

 



7 

１５．身体的拘束等について 

事業所は、原則として利用者に対して身体的拘束等を行いません。ただし、自傷他害等

のおそれがある場合など、利用者本人または他人の生命・身体に対して危険が及ぶことが

考えられ、以下の～の要件をすべて満たすときは、利用者に対して説明し同意を得た上で、

必要最小限の範囲内で身体的拘束等を行うことがあります。その場合は、態様及び時間、

利用者の心身の状況、緊急やむを得ない理由、経過観察並びに検討内容についての記録し、

５年間保存します。また事業者として、身体的拘束等をなくしていくための取り組みを積

極的に行います。 

（１） 切迫性･･････直ちに身体的拘束等を行わなければ、利用者本人または他人の生

命・身体に危険が及ぶことが考えられる場合に限ります。 

（２） 非代替性････身体的拘束等以外に、代替する介護方法がない場合に限ります。 

（３） 一時性･･････利用者本人または他人の生命・身体に対して危険が及ぶことがなくなれば、

直ちに身体的拘束等を解きます。 

 

 １６． ハラスメントの防止について 

事業者は、介護現場で働く職員の安全確保と安心して働き続けられる労働環境が築ける

ようハラスメントの防止に向け取り組みます。 

(1)事業所内において行われる優越的な関係を背景とした言動や、業務上必要かつ

相当な範囲を超える下記の行為は組織として許容しません。  

①職員に対する身体的暴力（身体的な力を使って危害を及ぼす（及ぼされそう

に  なった行為）  

②職員に対する精神的暴力（個人の尊厳や人格を言葉や態度によって傷つけた

り、おとしめたりする行為）  

③職員に対するセクシャルハラスメント（意に沿わない性的言動、好意的態度

の要求等、性的ないやがらせ行為）  

上記は、当該法人職員、取引先事業者の方、ご利用者及びその家族等が対象と

なります。  

(2)ハラスメント事案が発生した場合、株式会社南阿蘇ケアサービス「ハラスメン

ト防止対策に関する基本方針」を基に即座に対応し、再発防止会議等により、

同事案が発生しない為の再発防止策を検討します。  

(3)職員に対し、ハラスメントに対する基本的な考え方について研修などを実施し

ます。また、定期的に話し合いの場を設け、介護現場におけるハラスメント発

生状況の把握に努めます。  

(4)ハラスメントと判断された場合には行為者に対し、保険者である市町村、関係

機関への連絡、相談、環境改善に対する必要な措置をとり、利用者の心身の状

況その他の状況に応じて、適当な他の事業者等の紹介、利用契約の解約、その
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他の必要な措置を講じます。 

 

１７. 秘密の保持と個人情報の保護について 

① 利用者及びその家族に

関する秘密の保持につ

いて 

① 事業者は、利用者又はその家族の個人情報について「個人情

報の保護に関する法律」及び厚生労働省が策定した「医療・

介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガ

イダンス」を遵守し、適切な取り扱いに努めるものとします。 

② 事業者及び事業者の使用する者（以下「従業者」という。）は、

サービス提供をする上で知り得た利用者又はその家族の秘密

を正当な理由なく、第三者に漏らしません。 

③ また、この秘密を保持する義務は、サービス提供契約が終了

した後においても継続します。 

④ 事業者は、従業者に、業務上知り得た利用者又はその家族の

秘密を保持させるため、従業者である期間及び従業者でなく

なった後においても、その秘密を保持するべき旨を、従業者

との雇用契約の内容とします。  

② 個人情報の保護につい

て 

① 事業者は、利用者から予め文書で同意を得ない限り、サービ

ス担当者会議等において、利用者の個人情報を用いません。

また、利用者の家族の個人情報についても、予め文書で同意

を得ない限り、サービス担当者会議等で利用者の家族の個人

情報を用いません。 

② 事業者は、利用者又はその家族に関する個人情報が含まれる

記録物（紙によるものの他、電磁的記録を含む。）については、

善良な管理者の注意をもって管理し、また処分の際にも第三

者への漏洩を防止するものとします。 

③ 事業者が管理する情報については、利用者の求めに応じてそ

の内容を開示することとし、開示の結果、情報の訂正、追加

または削除を求められた場合は、遅滞なく調査を行い、利用

目的の達成に必要な範囲内で訂正等を行うものとします。(開

示に際して複写料などが必要な場合は利用者の負担となりま

す。)  

１８．  地域との連携について 

（１）運営に当たっては、地域住民又はその自発的な活動等との連携及び協力を行う等地 

域との交流に努めます。  

 

１９．サービスの第三者評価の実施状況について 

第三者評価の実施状況：なし  

 

２０ . サービス提供の記録 

① 通所介護等を提供した際には、提供した具体的なサービス内容等の記録を行

うこととし、その記録はサービス提供の日から５年間保存します。 

② 利用者は、事業者に対して保存されるサービス提供記録の閲覧及び複写物の 

交付を請求することができます。 
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   年  月  日 

 

（事業者） 

                       住所    熊本県阿蘇郡南阿蘇村久石 2721番地 2 

             事業者名  株式会社 南阿蘇ケアサービス                

代表者   代表取締役  荒牧律子          

             事業所名  デイサービスみなみ阿蘇 

             説明者名                          

 

           私は、本書面に基づいて重要事項の説明を受けたことを確認します。 

 

（利用者） 

              住所 

             氏名  

       (代筆者) 

                        

（利用者代理人） 

               住所 

             氏名                                                        


